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 １．計画の基本事項 

 

【計画概要】 

5 地域会議が大阪・関西万博で実施する事業の計画概要は以下のとおりであり、5 月

6 日（火）と 6 月 5 日（木）に設定された 2 つの枠組みの下で参加する。 

  

■万博「共創チャレンジ」と５地域会議

2025年日本国際博覧会（略称：大阪・関西

万博）では、「いのち輝く未来社会のデザイ

ン」をテーマに掲げ、これを実現するために、

様々な個人・団体の参加を募っている。

2005年「愛・地球博」の理念継承事業を

行っているイベント学会（中村利雄会長）と

一般財団法人地球産業文化研究所（GISPRI）

は、「歴史文化」「水と流域」「自然遺産」

をテーマとする３つの取り組み（「共創チャ

レンジ」）と協働して万博に参加し、資金、

技術・ノウハウ、情報発信等の面でサポート

を行うこととしている。

「世界自然遺産５地域会議」は、これに呼

応するかたちで、世界遺産地域22市町村及び

２公益財団法人が2023年１月屋久島に集まり、

発足させたものである。

世界自然遺産５地域会議と大阪・関西万博への参加

◇５地域会議が目ざすものと万博参加の位置づけ

・世界自然遺産５地域会議では、全世界に対して日本の世界自然遺産への理解を

深め、日本型の自然保護の考え方や仕組みを発信していくことを目ざしています。

・５地域で進めている自然と共生した地域活性化の取組みについて、日本国内だけ

でなく、全世界、とりわけ途上国の理解促進を図りたいと考えています。

・このため、5地域会議としては、直近、かつ格好の機会として大阪・関西万博に参画

することを位置づけています。

・この催事を５地域関係者が共に

作り、催行することは、これまでな

かった共同作業です。

・企画の詰め、出演・出展準備の

調整、共同での費用負担の検討

などを通じ、相互の地域課題への

認識を深め、連帯や結束を強化す

る意味もあると考えられます。

万博では、世界自然遺産に登録された日本

の５つの地域の大型自然映像の上映やそれ

にちなむ著名人トーク、芸能パーフォーマンス、

郷土芸能などを披露するとともに、世界の有

識者が日本の自然について語る国際シンポ

ジウムを開催します。

これらを通じ、日本の世界遺産の限りなく多

様な魅力と「共生」や「環境文化」という日本

型自然保護のメッセージを発信します。



 

参加のねらいで 3 つの目標を掲げ、催事テーマとしては 6 月 5 日の「千の自然・千の時

間」が中心になる。 

主催組織等については、イベント学会と地球産業文化研究所が共催に名を連ね、資金面、

情報提供等の面でサポートを受けている。また、環境省、林野庁に後援いただくよう現在、

申請中である。 

 

6 月 5 日の催事の会場である EXPO ホールは、1800 人収容の大きな施設で、直径 18ｍ

の円形ステージがある。そこに高さ 7～8m の大きなスクリーンがある。楽屋などバックヤ

ードもしっかりしている。 



 

事業の中身としては、以下のとおり大きく①～③に 3 区分される。②③は「一般参加催

事」を指し、会場が EXPO ホール（シャインハット）であるため「EXPO ホール催事」と

も呼んでいる。 

 

②EXPO ホール催事・ステージプログラムは、さらに４つのセッションで構成する。こ

れら全体の関係を催事ごとのテーマ、各セッションごとのテーマ、実施内容、ねらいとし

て示すと、以下のようになる。 

 

  



 

【環境配慮計画】 

環境に与えるリスクの低減を図るとともにポジティブな効果の広がり、環境・社会・経

済の分野にてレガシーを残すことを目的に、大阪・関西万博参加事業において持続可能な

運営を実現するため、環境配慮の理念を踏まえた以下の方策を実施する。 

（１）企画段階における環境負荷の把握 

基本計画立案にあたり、本事業における環境負荷の把握・特定を行うとともに下記

（２）のチェックリストの適用を選定する。これらを踏まえて、開催に伴い発生する環境

負荷の低減対策を検討し、可能な限りの対策を盛り込んだ実施計画を策定する。 

また、イベント参加者に対して設定した環境配慮への取組の協力を要請する。 

（２）環境配慮チェックリストの活用 

環境省『イベントにおける環境配慮ガイドライン【プレミアム基準策定ガイドライン別

冊】』の環境配慮チェックリストを活用のうえ事業を実施する。なお、同資料「7 イベン

トガイドライン」及び 2025 年日本国際博覧会『EXPO ホール「シャインハット」利用ガ

イド（第 2 版）』及び（2019（令和元）年 9 月）に基づいて取り組む。 

（３）博覧会協会の定める「持続可能性の取り組み」の遵守・推進 

（２）のほか、2025 年日本国際博覧会『EXPO ホール「シャインハット」利用ガイド

（第 2 版）』の「IV 催事細則」「19）持続可能性の取り組み」に定められている以下の項

目も踏まえて本事業を実施する。 

・持続可能性に配慮した調達コードの遵守 

・3R＋Renewable の推進 

・プラスチック製品の使用抑制と環境への流出の削減 

・脱炭素に関する取り組み 

（４）評価 

基本計画及び実施計画に基づき、イベント中及び終了後に実施結果及び調達目標の達成

状況に係る評価（（２）環境配慮チェックリストの実施状況等の評価）を行うとともに、

以後に向けた改善についての検討を行う。 

  



 

 ２．テーマウィーク催事「自然保護と暮らしを両立さえる取り組みの深化に向けて」 

 

【実施内容】 

テーマウィーク催事は 70 ㎡程度の「テーマウィークスタジオ」と呼ばれる施設におい

て、世界自然遺産５地域会議（ 「自然遺産チーム」）のほか「水と流域チーム」「歴史文化首

都」の計 3 団体共同で行う。5 地域会議の持ち時間は 2 時間。事例発表、地域課題につい

て各地域、企業、有識者でディスカッションする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 ３．一般参加催事「千の自然・千の時間――私たちと世界自然遺産５地域」 

 

本催事では、世界自然遺産に登録された日本の５つの地域の大型自然映像の上映や

それにちなむ著名人トーク、芸能パフォーマンス、郷土芸能などを披露するととも

に、世界の有識者が日本の自然について語る国際シンポジウムを開催し、日本の世界

遺産の限りなく多様な魅力と「共生」や「環境文化」という日本型自然保護のメッセ

ージを発信する。 

 

  



 

展示事業 
 

【計画概要】 

ホール内にある多目的室を使用し展示を行う。各地域から映像ソフトも含む展示物を持

ち寄って、地域の自然、文化を紹介。展示台や壁面は事務局側で作成する。 

2 つの部屋をあわせて 6 エリアに区分。壁面は写真やイラストからなるパネルで構成。

内容については各地域が企画し、縁のあるクリエータ等による協力も想定する。 


